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「内部統制システムの整備に関する基本方針」の一部改定に関するお知らせ 
 

 当社は、平成 27 年６月 26 日開催の取締役会において、「内部統制システムの整備に関

する基本方針」を一部改定することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいた

します。 

 

記 

 

１．取締役・使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制 

  当社および子会社は、経営における健全性と透明性を高め、会社の永続的な成長と高

い収益力を追求するために、経営上の組織体制や仕組みを整備するものとし、法令およ

び定款に立脚した社内規程ならびに各種マニュアルに基づき、それぞれの職務を適正に

執行するものとする。 

  また当社は、内部監査部門として「監査室」を置き、当社および子会社の事業活動全

般にわたり業務監査を実施し、業務プロセスの適正性やその有効性、社内規程・ルール

の遵守状況等について調査・指導を行なう。 

 

２．取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制 

  社内規程に則り、文書などの保存・管理を行なう。 

 

３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

  当社および子会社の所管業務に付随するリスク管理は各部門長が責任をもって行な

うものとし、全社的・組織横断的な業務プロセスに係るリスクは、相互牽制機能を持つ

組織や規程により制度としてチェック・対応できる体制としている。 

  なお、重大な災害や事故が発生した場合は、社長が「緊急対策会議」を招集し迅速に

対応する。 

 



４．取締役の職務の執行が効率的に行なわれることを確保するための体制 

   当社は、取締役会規程に基づき、取締役会を定期的に開催するほか、必要に応じて臨

時に開催し、重要事項の決定ならびに取締役の業務執行状況の監督等を行なう。また、

業務執行体制の強化と意思決定の迅速化を目的として、執行役員制度を導入し、その役

割と責任を明確にしている。 

  当社および子会社の職務執行については、職務分掌や稟議事項・決裁権限などを定め

た社内規程に則り、各役員ならびに部門長が自己の分掌範囲について責任をもって行な

う体制とする。 

 

５．当社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制 

  当社は、グループ全体を一体化した制度・規程で運営し業務の適正水準を確保してい

る。また、子会社は当社の主要会議に出席し、基本方針・基本政策を共有している。な

お、業績については定期的に、業務上重要な事象が発生した場合は都度、当社へ報告す

る体制としている。 

 

６．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に

関する事項および当該使用人の取締役からの独立性に関する事項 

  監査役が使用人を置くことを求めた場合は、必要に応じて内部監査部門である監査室

がこれを補佐する。補佐する業務に関しては、取締役の指揮命令を受けない。 

 

７．監査役への報告体制、その他監査役の監査が実効的に行なわれることを確保するため

の体制 

  監査役に対しては、取締役会への出席により重要なる業務の執行状況について報告を

受ける体制を採っている他、監査室による内部監査状況の概要報告を適時行なう。また、

当社および子会社の取締役および使用人等は、会社に著しい損害を及ぼすおそれのある

事実、または法令・定款に違反する重大な事実等を知った場合は、速やかに監査役にこ

れを報告するものとし、その報告を行なった者に対し、当該報告をしたことを理由に不

利な取扱いを行なわないものとする。 

 

８．監査役の職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項 

  当社は、監査役の職務の執行において生ずる費用等の処理については、速やかに処理

を行なう。 

 

以 上 

 


